
2
●工 事 費：1,200万円（税込）
　　　　　（内外装工事）
●形　　態：中古を買って
　　　　　 リノベーション
●築 年 数：45年
●施工期間：2.5か月
●物件種別：一戸建て
●家族構成：ファミリー
●面　　積：96.12㎡

売却された中古住宅を購入し
リノベーションした事例

１．コスパが良い！
２．浮いたお金を使って内装にこだわれる
３．空き家が減ることを地域の方も喜んで
　 くれるので、知らない地でもなじみやすい

　高校生の頃から「いつかはこんな家を建てたい」とい
う具体的な理想像を持っていたというSさん。しかしこだ
わりが強すぎる分、土地・新築工事費を合わせると結構
な金額になることがネックに。「何かコストダウンできな
いか？」と検討する中で、「中古物件でもリノベーションす
れば新築同様に希望を反映した住まいにすることが可
能」と知り、選択肢の一つに加えたそうです。
　リノベーションにより工事費を抑えられた分、アイラ
ンドキッチンをオーダーメード。さらに、工事中に立派
な梁が姿を見せたため、急きょ、家のシンボルとして生
かす内装に変更し、家族がゆっくり集い、語らえる自慢
のリビングが完成したそうです。　　
　「中古住宅は『あるものを生かす』のが大前提ですの
で、根気よく自分の希望に添った場所・間取りを探すと満
足する結果につながりますよ」。

　築45年なので見えない部分の
ダメージがどれくらいあるか心
配でしたが、専門の検査員に第三
者的な立場で検査してもらった
ので安心できました。

Sさん一家

Case2

売却（購入）する

利活用の良い点
ここもポイント
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賃貸する

空き家バンク登録物件募集中 中古住宅＆
空き家関連
ローン

Kさん一家

●工 事 費：1,100万円（税込）
　　　　　（内装工事）
●形　　態：持ち家の
　　　　　 リノベーション
●築 年 数：111年
●施工期間：３か月
●物件種別：一戸建て
●家族構成：ファミリー
●面　　積：165.00㎡

Case1

住み継ぐ
築111年の古民家を
リノベーションした事例

利活用の良い点
１．古い家ならではの魅力がある
２．親が残してくれたものを大切に引き継げる
３．自分たちで気軽にDIYを楽しめる

ここもポイント
リノベーションで収益物件に
生まれ変わった事例
　東京に住んでいる家主から、20年近く空き家
になっていた実家のことで相談があったそうで
す。希望金額での売却が難しかったこと、そして建
物への愛着も強かったことからリノベーションし
て賃貸することに。最小限の予算で最大限のパ
フォーマンスを形にするため外観はあえてそのま
まにし、代わりに内装にこだわりました。「DIY可能
な物件は、住み手がどんどんカスタマイズできる
点が人気。家賃収入で建物の維持管理費とリノ
ベーション費用を賄え、実質利回りが高めなケー
スも多いので注目ですよ」。

事例の詳細や利活用の豆知識、
本市の支援制度等を掲載。

　建物が大きいので、全改築す
ると大幅に予算オーバー。あえ
て未完の家にし、家族と一緒に家
も成長させて楽しんでいます。
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連携

空き家の
所有者

空き家を
買いたい！
借りたい！

空き家を
売りたい！
貸したい！

全国版空き家バンク
熊本市空き家バンク

マッチング

　空き家を貸したい・
売りたい所有者から市
に提供された物件情報
を、市ホームページ等
に掲載し、空き家を借り
たい・買いたい方へ紹
介する制度です。購入・
賃借希望者との交渉や
不動産手続きは、市と
連携している不動産業
者が行うため、安心して
手続きを依頼すること
ができます。

　中古住宅の購入
やリフォーム、空き家
の解体をお考えの方
におすすめのローン
を紹介しています。

（空家対策課　☎096-328-2514） 空き家の相談窓口詳しくは
コチラから ▼

詳しくは
コチラから ▼

U不動産事務所

人生は日々の暮らしの積み重ねです。満足のいく家に住むことで幸福度はより高まります。

そこで今回は、築40年を超える空き家の利活用でステキな住まいを実現させている３つの事例をご紹介。

空き家を所有している方はもちろん、これから住宅の購入を考えている方も、ぜひ参考にしてみてください。

上手に利活用した3事例を　  ご紹介

詳しくは
コチラから ▼

詳しくは
コチラから ▼

中古住宅利活用ガイドブック

　実家の隣に建つ築100年以上の空き家を譲り受け、
家族６人で住み始めたKさん。当初はそのままの状態
で暮らしていましたが、小さな不便さが積み重なり５～
６年前にリノベーションを実施。「こだわった点は、100
点満点ではなく、あえて50点の家を作ること。余白の
ある家にすることで、週末にDIYする時間を家族で楽し
んでいます」とほほ笑みます。
　例えば、ものが増えて部屋が片付かないと思ったら
収納を作ったり、子どもが進学したら動線が変わるので
使い勝手がいいように棚を設置したり。ライフステージ
の変化に合わせて形
を変えられる自由さ
を、家族全員が気に
入っているそうです。
　「築110年以上です
が、造りがしっかりして
いるため手を加えれ
ば次の世代も住み継
いでいける。思い出と
一緒に次世代に残し
ていきたいです」。
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　特集 ◎ 2022.9※8月８日現在の情報です。内容が変更となる場合があります。 3


